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現病歴は、 4 月 1 日より鼻汁と微熱があ
り病院受診し抗生剤処方され、その後、解
熱したが鼻汁は続いていた。 4 月 6 日再び
発熱と咳嗽を認めるようになり再受診し水
薬を処方され帰宅した。その後も発熱が続










血結果は、WBC14100 個/μl・CRP8.7  mg/dl
と設定した。  
学生には以下の課題を提示した。  


































































を〈高不安〉、45 点以上 55 点未満を〈不安〉、
45 点未満を〈低不安〉として新版 STAI の 3
























学の研究倫理委員会より 2015 年 10 月 9 日
付(承認番号 124)、2016 年 6 月 30 日付(承





の 16 人を省いた結果、37 人（53.6％)が有
効回答であった。内訳は、参加群 22 人




















「精神」など 9 語であった。  
参加群の使用率は、「不安」は 5.99％であ
り、「怖い」は 3.75％であった。  
非参加群の使用率は、「看護」と「患者 (患
児 )」は 4.22%であり、「課題」は 3.01％で
あり、「実習」は 2.41%であり、「不足」と
「精神」、「大変」は 1.18％であった (図 1)。  
 






























































トレス」-「勉強」 -「精神」であった。  
 



















































い」は 1.79％であり、「大切」は 1.35 であ
った (図 4)。  
 























Cluster3 は、「患者」 -「楽しい」 -「笑顔」
であった。Cluster4 は、「実際」 -「受け持
つ」 -「イメージ」であった。Cluster5 は、
「小児」 -「看護」 -「実習」 -「感じる」で
あった。  
 







































































学生は 9 人 (40.9％ )であり、〈不安〉の学生
は 8 人 (36.4％ )であり、〈低不安〉の学生は





の学生は 10 人 (66.7％ )であり、〈不安〉の
学生は 4 人 (26.7％ )であり、〈低不安〉の学





6.9 であり、小児実習前の 53.1±13.0 と比較
し減少し、小児実習前後の両群間に有意差
が認められた (p=.012)。 (図 7)。  
不安の割合では、〈低不安〉の学生は 5 人
(22.7％ )であり、〈不安〉の学生は 15 人
(68.2％ )であり、〈高不安〉の学生は 2 人
(9.0％ )であった。実習前後の両群間に有意






められた (p=.004)(図 7)。  
不安の割合では、〈低不安〉の学生は 6 人
(40.0％ )であり、〈不安〉の学生は 6 人
(40.0％ )であり、〈高不安〉の学生は 3 人
(20.0％ )であった。実習前後の両群間に有
意な差が認められた (p=.021 )(図 8)。  
図 7 小児実習前後の不安  
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